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（思春期の発達障害児を持つ親のためのペアレントトレーニングの比較評価） 
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審 査 結 果 の 要 旨

 本研究は思春期の発達障害児を持つ親に特化したペアレント・トレーニングプログラム

を開発し、介入群と対照群に分けてプログラムの有効性の検討を行ったものである。その

結果、親と子どもの葛藤において有意に対照群より介入群が介入前から介入後において改

善がみられた。また介入群のみに行ったアンケートにおいてもプログラムの満足度は概ね

高い満足度を示していた。本論文の内容は、発達障害児やその家族の関係性を改善させる

だけではなく、発達障害児の二次障害や養育者の抑うつの予防を防ぐことに期待ができる

ものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
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